
経済建設委員会会議録 

 

開催年月日 令和 ２年 １月２７日（月） 場 所 議会委員会室（小） 

案   件 ・調査第６号「除排雪について」 

出 席 委 員 石上委員長、水間副委員長、松下委員、渋谷委員、大栗委員、黒岩委員 

欠 席 委 員  ― 事 務 局 倉本 

オブザーバー  ― 傍 聴 者  ― 

説 明 員  ― 

開 会 時 刻 １３時１２分 実会議時間   ０１時間００分 

  休 憩 時 間   ００時間００分 

閉 会 時 刻 １４時１２分 延会議時間   ０１時間００分 

次 回 日 程  未定 

要 点 記 録 

＜概 要＞ 

○市内視察を終えて、報告書の作成について意見交換を実施した。 

□高齢者宅の間口処理について 

・超高齢社会に対応して間口除雪をどうするのか、考えを持つ必要が 

ある。 

□市民雪捨て場の利用について 

・小規模の事業者が個人的に請け負っている排雪を受け入れしてもらえ

ない状況から、そこも捨てられるように広げられないか。 

□市民マナーの向上・啓発、市民への協力要請について 

・緊急車輛が入っていけないようになるまで雪で狭められている路線 

がある。 

・行政が一方的に禁止事項を伝えても市民の協力は得られない。 

代替案の提示などがなければ、新たな反発を生んでしまう。 

・その中でも、法律違反であることなど、伝えなければならない事項  

は市民に示す必要がある。 

・マナー向上に向けて、強く言うだけではなく協力を仰ぐことも必要 

である。 

・春になったら解けてなくなるものに対して、常時３億円を超えるよ 

うな予算を確保している。 

□冬期間における公園の有効利用について 

・遊具が少なく、冬期の利用が少ない公園を雪の堆積所として活用が 

できないか。 

・道路に出して交通の支障になるより、そういう利用方法もあるので 

はないか。 

□砂利道における砂利を飛ばさない除雪について 

□降雪量に応じた出動基準の徹底について 

・ことしのような小雪だと、出来高払いとなった状況では、道路外の雪

も処理しないと除雪したような格好に見えないような状況もある。 



 

□安定的な雇用の確保と持続的な除雪体制について 

・小雪時における行政と事業者の役割を明確にしないと、行政も事業 

者も作業に出てしまい、仕事の取り合いになってしまう。 

□歩道の除雪について 

・歩道を歩くと、少しの雪でも積もっていると歩きにくい。 

・歩きにくい歩道だと、路面が固く歩きやすい車道をある癖がついて 

しまう。 

・間口や交差点部のように前後の区間と高さが異なる区間は足が埋も 

れてしまう。 

・郊外部で歩いている観光客の安全確保のため、特に歩行者が多い路 

線を定めて除雪ができないか。 
 
○次の事務調査について 

□空き家に関することについて行う予定。 
 

以上、委員会会議録について富良野市議会委員会条例第27条の 

規定により、ここに署名する。 

         委員長  石 上 孝 雄 


